








成果 
【児童アンケートから見られた成果】 

○「英語の授業が好き」「大体好き」と答えている児童の割合が５．８％増えた。 

○「英語の授業が分かる」「大体分かる」と答えている児童の割合が２．２％増えた。 

○「英語の授業で進んで話している」「大体話している」と答えている児童の割合が１．９％増

えた。 

【要因】             

 

・授業の流れを統一したことにより、児童も教師も安心して、英語の学習に取り組むことができ

るようになった。 

・児童にとって、必然性のある課題の設定を工夫し、言語活動に取り組んだ。 

・スモールトークやゲーム活動の充実により、既習事項の定着を図ることができた。 

 

 

課題 
 【児童アンケートから見られた課題】 

 ●好きな活動内容「ペアで話し合うこと」の割合の増加が０．３％にとどまった。 

  （ゲームを好む児童の割合が高い。） 

【改善に向けた方策】 

・さらに、言語活動の 4要素（目的や必然性 相手意識 本物であること 楽しさ）を意識した

課題設定を工夫する必要がある。 

・中間指導において、よりよいコミュニケーションにつながる指導や個に応じた練習の場を設定

する必要がある。 
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1年生から6年生までの表現について、中学
校区でも話し合い、表現集を作成することで、
小中を通した系統性の一貫を図った。

Smile Time, English Dayの計画












